
◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆

様
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
係
員
・
飯
島

ま
で 

＊
高
島
炭
鉱（
た
か
し
ま
た
ん
こ
う
） 

長
崎
県
長
崎
市
高
島
（
旧
西

彼
杵
郡
高
島
町
）
に
あ
っ
た
炭

鉱
。
日
本
最
古
の
大
手
資
本
に

よ
る
採
鉱
で
栄
え
た
が
、
一
九

八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）
十
一

月
二
十
七
日
を
も
っ
て
閉
山
さ

れ
た
。
端
島
炭
鉱
と
と
も
に
、

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産

 

製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭

産
業
」
（
全
２
３
資
産
）
の
構

成
資
産
と
し
て
世
界
遺
産
リ
ス

ト
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

歴
史
は
、
一
六
九
五
年
（
元
禄

八
年
）
に
平
戸
藩
松
浦
郡
江
迎

の
五
平
太
が
石
炭
を
発
見
し
た

こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
そ
の

後
幕
末
に
佐
賀
藩
と
ト
ー
マ

ス
・
グ
ラ
バ
ー
が
共
同
出
資
で

採
掘
を
始
め
る
。
明
治
に
入
り

佐
賀
藩
か
ら
後
藤
象
二
郎
が
買

い
上
げ
て
操
業
を
開
始
し
、
英 

み
、
三
人
軽
傷
。
八
月
三
日
、

堺
市
の
高
速
道
に
つ
な
が
る

道
路
で
八
一
歳
の
男
性
の
軽

乗
用
車
が
が
逆
走
し
、
ト
ラ

ッ
ク
に
接
触
。
十
一
月
十
一

日
、
横
浜
市
港
南
区
で
集
団

登
校
中
の
小
学
生
の
列
に
八

七
歳
の
高
齢
者
運
転
の
軽
ト

ラ
ッ
ク
が
突
っ
込
み
、
一
年

生
の
男
児
が
死
亡
し
た
。
栃

木
、
下
野
で
は
病
院
の
敷
地

内
を
走
っ
て
い
た
乗
用
車
が

正
面
玄
関
脇
の
バ
ス
停
に
突

っ
込
み
、
ベ
ン
チ
に
座
っ
て

い
た
女
性
を
は
ね
た
後
、
通

路
に
乗
り
上
げ
て
鉄
柱
と
壁

に
ぶ
つ
か
っ
て
止
ま
っ
た
。

女
性
は
頭
を
強
く
打
っ
て
間

も
な
く
死
亡
し
、
避
け
よ
う 

＊
端
島
（
は
し
ま
）
炭
坑 

１
３
１
号
で
「
軍
艦
島
」

を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
構
成

遺
産
関
連
の
一
部
。
端
島
は

長
崎
港
か
ら
南
西
約
１
８
㎞

の
海
上
に
浮
か
ぶ
、
面
積
６
．

５
㏊
ほ
ど
の
小
さ
な
島
で
、

江
戸
時
代
の
終
わ
り
ま
で
は
、 

今
年
も
最
終
月

師
走
で
あ
る
。
光
陰

の
如
し
、
時
と
潮
は

人
を
待
た
ず
。
現
実

の
流
れ
を
認
め
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。 

人
生
の
階
段
は
確
実
に
移
り

ゆ
き
ま
す
。
今
年
の
総
括
は
前

号
で
済
み
ま
し
た
の
で
、
こ
こ

で
は
控
え
ま
す
。
な
ぜ
年
末
に

な
る
と
「
第
九
」
が
流
れ
る
の

か
？
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲
の

「
第
九
」
と
言
え
ば
、
「
喜
び

の
歌
」
と
い
う
名
称
で
も
知
ら

れ
る
有
名
な
交
響
曲
だ
。
年
末

に
な
る
と
よ
く
耳
に
す
る
が
、

な
ぜ
年
末
に
な
る
と
「
第
九
」

な
の
だ
ろ
う
か
。
当
通
信
、
１

３
８
～
１
３
９
号
連
続
で
松 

原
謙
次
氏
の
「
バ
ル
ト
の
楽

園
」
で
関
係
の
内
容
紹
介
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
、
是
非

ご
参
考
に
… 

１
８
２
４
年
に
完
成
し
た

こ
の
交
響
曲
が
日
本
で
最
初

に
演
奏
さ
れ
た
の
は
１
９
１

８
年
の
こ
と
。
徳
島
県
に
あ

っ
た
収
容
所
に
収
容
さ
れ
て

い
た
ド
イ
ツ
人
俘
虜
達
に
よ

っ
て
演
奏
さ
れ
た
。
こ
の
時

は
ま
だ
、
年
末
に
演
奏
す
る

と
い
う
風
習
は
生
ま
れ
て
い

な
か
っ
た
「
第
九
」
と
年
末

が
結
び
つ
く
よ
う
に
な
っ
た

の
に
は
諸
説
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
の
①
第
二
次
世
界
大
戦
中

十
二
月
に
行
わ
れ
た
学
徒
出

陣
の
壮
行
会
に
「
第
九
」
が 

 
  

 
葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 

演
奏
さ
れ
た
。
後
に
鎮
魂
の

意
味
を
こ
め
て
年
末
に
「
第

九
」
を
演
奏
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。 

②
第
二
次
世
界
大
戦
後
間
も

な
い
頃
、
収
入
の
少
な
い
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
団
員
が
、
当
時

か
ら
人
気
の
あ
っ
た
「
第
九
」

を
年
末
に
演
奏
し
正
月
の
餅

代
を
稼
い
で
い
た
。 

③
１
９
３
７
年
に
新
交
響
楽

団
の
指
揮
者
に
就
任
し
た
ヘ

ル
マ
ン
・
ハ
イ
ゼ
ン
が
「
ド

イ
ツ
で
は
年
末
に
は
第
九
を

演
奏
す
る
習
慣
が
あ
る
」
と

話
し
、
年
末
に
演
奏
会
を
開

く
よ
う
に
な
っ
た
。
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。 

ヨ
ッ
チ
ャ
ン 

 

１
１
月
の
報
告 

 

１
１
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ
、

「
バ
ン
バ
ン
」
に
て
。
１
０
名

の
参
加
。 

 

１
７
日
（
木
）
１
８
日
（
金
）

熱
海
か
ん
ぽ
の
宿
一
泊
旅

行
。
参
加
者
は
１
２
名
で
し

た
。
小
田
原
鈴
廣
で
の
昼
食
。 

        

熱
海
城
、
十
国
峠
、
箱
根
プ

リ
ン
ス
な
ど
盛
り
沢
山
、
天

気
に
恵
ま
れ
た
旅
で
し
た
。 

 
 
 
 
 

（
事
務
局
長
） 

 

日
本
の
世
界
遺
産
め
ぐ
り  

そ
の
十
九 

明
治
の
産
革
遺
産
⑪ 

（
文
化
遺
産
） 

   
（
文
化
遺
産
） 

  
 

 

雑
記
帳 

「
高
齢
者
運
転 

や
ま
ぬ
悲
劇
」 

漁
民
が
漁
業
の
傍
ら
「
磯
掘

り
」
と
称
し
て
、
ご
く
小
規

模
に
露
出
炭
を
採
炭
す
る
程

度
だ
っ
た
。
本
格
的
な
石
炭

の
採
掘
は
一
八
七
五
年
に
旧

深
堀
士
族
が
天
草
の
小
山
秀

に
請
け
負
わ
せ
始
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
一
八
九
〇
年
に
隣

の
高
島
と
同
じ
く
三
菱
の
経

営
に
移
り
、
端
島(

軍
艦
島)

は
本
格
的
な
近
代
炭
坑
と
し

て
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い

く
。
第
二
竪
坑
と
第
三
竪
坑

が
完
成
し
、
端
島
炭
坑
の
出

炭
量
は
、
一
八
九
七
年
に
は

高
島
炭
坑
を
抜
く
ま
で
に
成

長
し
た
。
端
島
で
採
掘
さ
れ

る
石
炭
は
良
質
で
あ
っ
た
た

め
、
主
に
八
幡
製
鉄
所
に
製

鉄
用
原
料
炭
と
し
て
供
給
さ

れ
た
。
そ
し
て
こ
の
頃
に
は

社
船
「
夕
顔
丸
」
の
就
航
、

蒸
留
水
機
設
置
に
と
も
な
う

飲
料
水
供
給
開
始
、
尋
常
小

学
校
の
設
立
な
ど
居
住
環
境

が
整
備
さ
れ
た
。 

第１３９号 平成２８年１２月１日 

リハビリテーション 
デイサービス葵・編集委員会 
練馬区東大泉３－１７－５ 

カトウビル３Ｆ 
電話 ０３－３９７８－０９１９ 

積
・
人
口
と
も
に
全
国
最
小

を
記
録
し
た
。
そ
の
後
二
〇

〇
五
年
（
平
成
十
七
年
）
一

月
四
日
に
平
成
の
大
合
併
に

よ
り
高
島
町
が
長
崎
市
に
合

併
さ
れ
消
滅
。
現
在
、
高
島

で
は
炭
鉱
施
設
を
活
か
し
た

町
お
こ
し
を
模
索
中
で
あ
る
。 

 

と
し
た
女
性
二
人
も
重
軽
傷

を
負
っ
た
。
こ
の
事
故
も
八

四
歳
の
高
齢
者
。
多
数
す
ぎ

て
列
挙
す
る
と
限
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。
連
日
の
よ
う
に
事

故
が
報
道
さ
れ
、
負
傷
者
、

死
者
が
あ
る
た
び
に
、
心
が

痛
み
ま
す
。 

私
は
ま
さ
に
こ
の
仲
間
入

る
状
態
で
す
。
現
在
七
六
歳

で
す
の
で
運
転
を
や
め
る
か
、

免
許
証
を
返
納
か
思
案
中
で

す.

。
車
を
運
転
を
す
る
方
は

慎
重
に
慎
重
に
。 

Ｋ
・
ド
ラ
ゴ
ン 

最
近
の
高
齢
者
に
よ
る
交

通
事
故
。
一
月
二
九
日
、
北
海

道
北
広
島
市
の
ス
ー
パ
ー
に

九
〇
歳
男
性
の
車
が
突
っ
込

み
、
二
人
軽
傷
。
二
月
九
日
、

香
川
県
内
高
速
道
で
八
一
歳

の
男
性
の
軽
乗
用
車
が
二
時

間
に
わ
た
っ
て
一
部
逆
走
。
三

月
二
日
、
沼
津
市
の
立
体
駐
車

場
で
八
四
歳
男
性
の
乗
用
車

が
転
落
し
、
運
転
手
が
怪
我
。

七
月
二
一
日
、
福
岡
県
大
牟
田

市
の
ス
ー
パ
ー
に
八
四
歳
の

男
性
の
軽
乗
用
車
が
突
っ
込 

  
 

 
 

 
        

世評・時評 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

国
人
鉱
山
技
師
エ
ラ
ス
ム

ス
・
ガ
ウ
ワ
ー
が
近
代
化
を

試
み
る
が
う
ま
く
い
か
ず
、

同
じ
土
佐
藩
出
身
の
岩
崎
弥

太
郎
率
い
る
三
菱
財
閥
に
権

益
を
譲
り
、
本
格
的
に
採
掘

が
開
始
さ
れ
る
。
以
来
近
郊

の
伊
王
島
・
端
島
の
炭
鉱
と

と
も
に
西
彼
杵
炭
田
の
一
角

と
し
て
一
世
紀
以
上
に
わ
た

っ
て
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
経

済
を
支
え
続
け
た
。
そ
の
後

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一

年
）
に
採
掘
量
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
が
、
石
炭
か
ら
石
油

へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
あ

お
り
を
受
け
採
掘
が
減
少
、

一
九
八
五
年
の
粉
塵
爆
発
事

故
と
い
う
追
い
討
ち
も
あ
り
、

一
九
八
六
年
を
も
っ
て
閉
山
。

閉
山
前
か
ら
高
島
町
の
人
口

は
減
少
を
続
け
、
一
時
は
面 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

あおい 通信 第 139号 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

師
・
千
葉
え
り
子 

1975年の高島。島の南側に炭鉱関連

施設が集まる 

高島炭坑の 
北渓井坑跡 

操業中の北渓井坑 
（明治初期） 



 

 

私
は
一
九
二
九
年
（
Ｓ
四

年
）
長
野
県
諏
訪
の
農
家
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

姉
、
兄
、
妹
、
弟
二
人
の
六

人
兄
弟
で
し
た
。
父
は
長
男

で
、
下
に
妹
が
三
人
。 

一
九
三
七
年
か
ら
当
時
の

日
中
戦
争
で
北
支
に
出
征
し

ま
し
た
が
、
国
策
と
し
て
推

進
さ
れ
た
満
州
開
拓
運
動
に

共
鳴
し
、
村
が
満
州
に
分
村

す
る
と
の
村
議
決
定
に
従
い
、

一
九
四
二
年
（
Ｓ
十
六
年
）

５
月
に
、
祖
父
、
祖
母
、
長

兄
三
人
を
残
し
て
渡
満
し
ま

し
た
。 

現
地
で
の
生
活
は
村
人
と

の
共
同
生
活
で
、
苦
難
の
連

続
で
し
た
が
、
二
年
後
に
は
、

各
部
落
共
、
個
人
経
営
に
移

行
で
き
る
迄
に
な
り
、
私
達 

室
町
時
代
の
作
者
が
作
っ

た
能
に
「
求
塚
（
も
と
め
ず
か
）
」

が
あ
り
ま
す
。
摂
津
の
国
を

舞
台
に
し
た
こ
の
能
は
、
菟

名
日
処
女(

う
な
い
お
と
め)

と
云

う
美
し
い
乙
女
を
め
ぐ
る
、

二
人
の
男
の
妻
争
い
の
物
語

で
す
。 お

か
い
こ
ぐ
る
み
で
育
て

ら
れ
た
深
層
の
乙
女
、
噂
の

美
少
女
を
娶
ら
ん
も
の
と
垣

を
な
し
て
集
う
求
婚
者
達
。

中
で
も
格
別
に
熱
心
な
千
沼

壮
士
と
菟
原
荘
子
、
こ
の
二

人
は
乙
女
の
為
な
ら
火
の
中

水
の
中
と
、
武
器
を
取
っ
て

の
争
い
も
辞
さ
ぬ
勢
い
で
す
。

 

乙
女
は
そ
れ
を
苦
に
し
て 

 

高
橋 

勝
正
（
月
） 

私
は
健
康
に
気
を
使
い
、

自
立
し
て
い
け
る
よ
う
に
と

考
え
て
い
ま
す
。
葵
の
他
に

敬
老
館
に
行
く
こ
と
や
、
筋

力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
歌

の
会
な
ど
で
す
。 

      星
野 

志
奈
子
（
月
） 

葵
に
く
る
前
は
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
で
は
一
週

間
に
一
度
が
待
ち
遠
し
い
ほ

ど
で
す
。
皆
さ
ん
、
い
い
方

ば
か
り
で
笑
顔
が
絶
え
ま
せ

ん
。
お
話
で
き
る
の
が
う
れ

し
い
で
す
。 

      金
野 

健
（
木
） 

初
め
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と

い
う
と
こ
ろ
に
き
て
、
ま
だ

戸
惑
っ
て
い
ま
す
。
趣
味
は

美
術
で
す
。「
リ
ト
グ
ラ
フ
」

を
作
り
ま
す
。
説
明
す
る
の

が
ち
ょ
っ
と
難
し
い
の
で
、

今
度
作
品
を
持
っ
て
き
ま
す

の
で
、
見
て
く
だ
さ
い
。 

  

今
回
は
、
噺
家
が
使
う
高
座

扇
に
つ
い
て
。 

『
白
無
地
で
骨
は
五
本
。

頑
丈
一
点
張
り
の
実
用
品
』 

噺
家
の
小
道
具
と
い
え

ば
、
扇
子
と
手
拭
い
で
す
。 

噺
家
が
使
う
扇
子
は
高
座
扇

と
も
呼
ば
れ
、
い
ろ
い
ろ
な

仕
草
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
ご
存
知
の
よ
う
に
箸
に

見
立
て
て
蕎
麦
や
、
う
ど
ん

を
食
べ
た
り
、
煙
管
に
見
立

て
て
一
服
つ
け
た
り
す
る
。 

刀
や
槍
、
舟
を
漕
ぐ
櫓
に
も 

な
る
し
、
扇
子
を
開
け
ば
手

紙
に
も
な
る
。
新
作
落
語
で

は
電
話
の
受
話
器
や
、
自
動

車
の
ハ
ン
ド
ル
な
ん
て
使
い

方
も
す
る
。
人
に
よ
っ
て
は

武
士
の
刀
と
同
じ
で
、
噺
家

の
鏡
だ
、
な
ん
て
言
っ
た
り

も
す
る
。 

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す

よ
。
と
き
ど
き
、
忘
れ
た
り

す
ん
だ
か
ら
」
と
ベ
テ
ラ
ン

の
真
打
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

で
も
、
ご
飯
を
食
べ
る
と
き

の
箸
と
同
じ
で
、
噺
家
に
と

っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
い
も

の
な
ん
で
す
。 

だ
か
ら
、
汚
れ
た
り
壊

れ
た
り
し
て
も
ゴ
ミ
箱
に
捨 

あ
お
い
俳
壇
・
歌
壇 

青
空
に 

秩
父
連
山 

遠
く
見
ゆ 

秋
の
夜
に 

三
味
の
音
色
に 

い
や
さ
れ
て 

相
田
美
代
子 

   

雑 

学 

館 

て
た
り
は
し
な
い
。 

毎
年
８
月
、
落
語
中
興
の

祖
・
三
遊
亭
園
朝
を
偲
ぶ

「
園
朝
ま
つ
り
」
で
は
、
一

年
間
の
感
謝
を
込
め
て
「
お

焚
き
上
げ
」
を
行
う
。
扇
子

を
火
に
く
べ
て
供
養
し
ま

す
。
夏
場
に
な
る
と
、
以
前

は
ス
ー
ツ
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
か

ら
扇
子
を
出
し
て
パ
タ
パ
タ

と
あ
お
ぐ
光
景
も
日
常
的
で

し
た
。 

最
近
は
何
処
で
も
冷
房

が
完
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、

扇
子
な
ど
使
う
男
性
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。 

 
 

つ
づ
く 

ふ
わ
ふ
わ
亭
、
わ
び
助 

の
生
き
方
を
改
め
て
見
直
す

日
々
で
す
。
こ
の
様
な
機
会

を
作
っ
て
下
さ
っ
た
皆
様
方

に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

終
わ
り
に
私
の
駄
句
を
一
句 

「
寒
月
や 

父
の
撃
た
れ

し 

大
地
哭
く
」 

悩
み
ぬ
い
た
末
、
母
親
に
覚

悟
の
ほ
ど
を
述
べ
ま
す
。「
と

る
に
足
ら
ぬ
私
ゆ
え
に
、
立

派
な
殿
方
が
争
う
の
を
見
て

い
ま
す
と
、
生
き
て
い
て
も

結
ば
れ
そ
う
に
有
り
ま
せ
ん
。

黄
泉
の
国
で
お
待
ち
し
ま
し

ょ
う
…
」
そ
う
言
い
置
い
て

乙
女
は
死
ん
で
い
き
ま
す
。 

千
沼
壮
士
は
そ
の
死
を
夢

に
見
て
す
ぐ
後
を
追
い
ま
す
。 

お
く
れ
を
と
っ
た
菟
原
荘
子

は
悔
し
さ
の
余
り
、
天
を
仰

い
で
地
団
太
を
踏
み
、「
黄
泉

の
国
で
決
着
を
つ
け
よ
う
と

言
う
の
か
」
と
太
刀
を
身
に

帯
び
て
二
人
の
後
を
追
う
の

で
す
。こ
う
し
て
三
人
は
次
々 

と
こ
の
世
を
去
り
、
後
に
は

親
族
た
ち
の
造
っ
た
三
つ
の

墓
が
残
り
ま
し
た
。
乙
女
の 

生
き
る
喜
び 

河
角
進 

      

一
休
さ
ん
は
と
ん
ち
小
僧
で

は
な
か
っ
た
。 

と
ん
ち
と
い
え
ば
一
休
さ

ん
。
大
人
も
唸
る
そ
の
と
ん

ち
に
、
夢
中
に
な
っ
た
人
も

多
い
だ
ろ
う
。
一
休
さ
ん
は

実
在
の
人
物
、
一
休
宗
純
で

あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
た
話
だ

が
、
実
際
の
一
休
さ
ん
は
と

ん
ち
小
僧
で
は
な
か
っ
た
、 

と
聞
け
ば
驚
く
人
も
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
１
３

９
４
年
に
生
ま
れ
た
一
休
宗

純
は
、
臨
済
宗
大
徳
寺
の
僧
、

私
た
ち
が
見
知
っ
て
い
る「
一

休
さ
ん
」
は
、
彼
の
子
供
の

頃
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る

が
、
実
際
の
一
休
さ
ん
は
と

て
も
真
面
目
な
子
供
だ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
大
人
に
な
る

と
酒
や
肉
を
た
し
な
み
、
女

性
と
交
わ
る
と
い
っ
た
、
戒

律
を
守
ら
な
い
破
壊
僧
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。 

わ
ざ
と
小
汚
い
格
好
を
し

た
り
正
月
に
は
骸
骨
を
抱
え

て
挨
拶
に
回
る
、
な
ど
数
多

く
の
奇
行
が
見
ら
れ
た
と
い

う
。
だ
が
、
一
休
さ
ん
が
ど 

う
し
よ
う
も
な
い
僧
だ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
当
時
は
戦

乱
や
飢
餓
で
苦
し
む
民
衆
を

よ
そ
に
、
欲
に
走
る
僧
が
多

く
、
そ
ん
な
僧
へ
の
批
判
を

こ
め
た
意
味
で
風
変
わ
り
な

行
動
を
起
こ
し
て
い
た
と
見

ら
れ
て
い
る
の
だ
。
骸
骨
を

持
っ
て
挨
拶
に
回
る
の
は「
人

間
死
ね
ば
、
み
な
同
じ
」
と

い
う
意
味
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

後
に
で
き
あ
が
る
「
と
ん
ち

の
一
休
さ
ん
」
は
彼
の
こ
う

い
っ
た
行
動
が
要
因
だ
ろ
う
。 

「
知
識
の
博
物
館
」
㈱
彩
図
社

よ
り
抜
粋 

墓
を
真
ん
中
に
、
壮
氏
の
墓

を
両
側
に
。 

こ
れ
は
、
遠
い
昔
の
万
葉

集
の
な
か
に
残
さ
れ
て
い
る

伝
説
の
お
話
で
す
が
、
万
葉

の
歌
人
た
ち
は
そ
う
し
た
伝

説
を
歌
に
詠
み
、
後
世
に
遺

し
て
呉
れ
て
居
る
の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
墓
に
行
く
た
び

に
、
涙
を
禁
じ
得
な
い
と
歌

い
ま
す
。 

葦
屋
の
菟
原
娘
子
の

奥
城
を
行
き
来
と
見
れ
ば

哭
の
み
し
泣
か
ゆ 

（
あ
し
の
や
の 

う
な
ひ
お
と
め
の
お

く
つ
き
を 

い
き
く
と
み
れ
ば 

ね

の
み
し
な
か
ゆ
） 

「
歌
意
」
蘆
屋
の
菟
原
娘
子
の

墓
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る

た
び
に
見
る
と
た
だ
泣
け
て

く
る
ば
か
り
だ
。 

の
部
落
も
、
景
気
の
良
い
丘

の
上
に
新
し
い
村
を
造
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
主
な
農
作

物
は
大
豆
で
、
秋
に
な
る
と

収
穫
品
を
日
本
に
送
り
、
日

本
の
食
糧
増
産
に
寄
与
し
た

と
思
い
ま
す
。 

し
か
し
、
一
九
四
五
年
八

月
の
終
戦
に
よ
り
、
今
ま
で

の
生
活
は
総
て
白
紙
と
な
り
、

生
命
の
危
機
に
何
度
か
さ
ら

さ
れ
る
状
況
で
し
た
。 

周
囲
の
満
州
人
が
、
今
ま

で
の
日
本
に
対
す
る
恨
み
を

爆
発
さ
せ
た
の
で
す
。
団
の

警
備
の
責
任
者
だ
っ
た
父
は
、

終
戦
翌
年
の
一
月
二
十
一

日
、
未
明
、
満
州
人
の
襲
撃

を
受
け
一
発
の
銃
弾
に
よ
っ

て
生
命
を
絶
た
れ
ま
し
た
。

四
十
五
才
の
若
さ
で
し
た
。

一
九
四
七
年
十
月
、
日
本
に

帰
国
し
ま
し
た
が
、
引
揚
げ

る
ま
で
の
苦
難
の
日
々
は
、 

今
で
も
忘
れ
る
事
は
あ
り
ま

せ
ん
。
約
９
０
０
人
の
内
、

３
０
０
人
ほ
ど
は
帰
国
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
我
が

家
族
は
父
を
除
い
て
母
、姉
、

妹
、
弟
二
人
共
無
事
、
信
州

の
実
家
に
帰
る
事
が
出
来
ま

し
た
。 

私
は
一
九
五
〇
年
一
月

に
上
京
し
製
薬
会
社
に
入
り

三
七
年
間
と
、
そ
の
関
連
の

研
究
所
に
一
四
年
、
計
五
十

一
年
間
働
い
て
七
十
一
才
で

退
職
し
ま
し
た
。 

八
十
一
才
に
な
り
現
在
の

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
葵
の
ご
厄
介

に
な
り
始
め
て
五
年
以
上
に

な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
社
長

は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

の
終
始
、
変
わ
ら
ぬ
親
切
な

対
応
の
お
か
げ
で
、
楽
し
く

過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
大
勢
の
人
達
と
接

す
る
こ
と
で
、
人
間
と
し
て 

       

な
ん
で
も
落
語
講
座 
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絹
田
治
夫 
利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

  

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

自 

画 

像 

自 

画 

像 
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自 

画 

像 

 


